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町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

陽
春
を
迎
え
、
子
年
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
年
で
も
あ
り
公
私
と
も
ど
も
、
ま
た
町
行
政
全
般

に
わ
た
り
、多
大
な
る
ご
協
力
と
ご
指
導
を
賜
り
、心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国
か
ら
地
方
へ
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
財

政
は
厳
し
く
、
人
口
１
万
人
未
満
の
当
町
は
、
自
主
財
源
の
限
界
と
依
存
財
源
の

縮
小
を
十
分
認
識
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
各
種
事
業
政
策
に
取
り
組
ん
で
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
背
伸
び
を
せ
ず
、
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
深
め
、
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
冒
頭
の
３
つ
の
柱
を
基
軸
に
、
各
々
の
政
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
行
政
機
構

の
再
編
、
町
立
度
会
小
学
校
４
月
開
校
へ
向
け
て
の
関
連
事
業
へ
の
取
り
組
み
、
な
ら
び
に
保
育
所
を
含
む
統
廃
合
に

よ
る
跡
地
利
用
の
対
応
、
子
育
て
支
援
事
業
、
社
会
福
祉
充
実
へ
の
取
り
組
み
、
農
林
業
の
振
興
、
特
に
今
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
交
付
事
業
の
推
進
、
ふ
る
さ
と
農
道
事
業
の
継
続
推
進
な
ど
に

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
町
内
各
地
域
・
団
体
の
皆
さ
ま
と
の
意
見
交
換
会
、
若
い
人
た
ち
の
町
政
へ
の

関
心
を
少
し
で
も
高
め
る
た
め
、
本
年
１
月
か
ら
随
時
、
公
務
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
座
談
会
形
式
で
の
気
軽
な

『
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』
を
土
曜
・
日
曜
日
の
昼
間
に
開
催
し
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
や
発
想
を
お
聞
き
し
、
少
し
で
も
町

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

各
政
策
の
具
体
的
な
実
現
に
は
、
ア
イ
デ
ア
と
時
間
、
行
動
を
要
し
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
賛
同
、

深
い
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、〝
亀
の
心
境
〞
で
慎
重
か
つ
積
極
性
を
持
ち
、自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
形
を
十
分
認
識
し
、

１
歩
１
歩
大
地
を
踏
み
な
が
ら
、
私
た
ち
の
故
郷 

度
会
の
ま
ち
づ
く
り
に
専
念
い
た
し
ま
す
。

な
お
行
政
、
立
法
の
両
輪
が
う
ま
く
か
み
合
っ
て
い
く
こ
と
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
利
益
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
議
会
の
皆
さ
ま
と
も
ど
も
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〝
創
意
と
工
夫
に
よ
る
〞〝
企
画
力
に
富
ん
だ
活
力
あ
る
〞

〝
よ
り
住
み
よ
い
心
豊
か
な
〞ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

度
会
町
長　

中

村

順
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
町
行
政
な
ら
び
に
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
４
月
に
は
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
、
伝
統
の
あ
る
一
之
瀬
、
小
川
郷
、
中

川
、
内
城
田
の
４
つ
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
新
た
に
度
会
小
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
４
つ
の
小
学
校

を
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
は
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
感
慨
深
い
も
の
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
度
会
小
学
校
の
新
し
い
歴
史
、
伝
統
を
築
い
て
い
く
た
め
に
も
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
と
し
ま
し
て
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
昨
年
の
９
月
定
例
会
か
ら
、
議
会
中
の
よ
う
す
を
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
試
験
的
に
放
送
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
十
分
な
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
よ
り
一
層
努
力
を
重
ね

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
中
之
郷
、
南
中
村
保
育
所
も
４
月
に
統
合
さ
れ
、
統
廃
合
に
よ
る
跡
地
利
用
や
行
財
政
改
革
な
ど
多
く
の
諸
問

題
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
も
議
会
一
丸
と
な
っ
て
町
執
行
部
と
十
分
協
議
を
重
ね
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
議
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
な
お
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し

度
会
町
議
会
議
長　

中

森
　

 

慰
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一
般
会
計

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

１
０
６
，
１
６
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
，
４
０
２
，
２
９
８
千

円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容

教

育

関

係

○
美
し
国
駅
伝
大
会
実
行
委
員
会

補
助
金

特
別
会
計

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

５
，
７
１
０
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
７
８
８
，
６
５
８
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

３
８
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
５

９
，
９
５
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

１
２
，２
７
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
６
０
７
，
７
６
２
千
円
と
し
ま

し
た
。

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
平
成
₁₈
年
度
度
会
町
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
の
度
会
町
一
般
会

計
お
よ
び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出

決
算
と
度
会
町
財
産
に
関
す
る
調

書
が
、
監
査
委
員
（
橋
本
丈
男
さ

ん
、
八
木 

淳
さ
ん
）
の
意
見
書

を
付
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
。

◎
度
会
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

◎
度
会
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
職
員
給
与
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の

給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

◎
度
会
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
度
会
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
三
重
県
市
町
公
平
委

員
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

◎
度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

度
会
町
教
育
委
員
会
委
員
に
田

村
重
幸
さ
ん
（
茶
屋
広
）
を
選
任

す
る
た
め
の
同
意
を
求
め
た
も
の
。

議
員
提
出
議
案

◎
次
の
項
目
を
求
め
る
決
議
お
よ

び
政
府
へ
の
意
見
書
（
議
員
提

出
案
）
を
関
係
機
関
へ
提
出
す

る
も
の

平成
19年

第４回度会町定例町議会を開催第４回度会町定例町議会を開催
平
成
₁₉
年
第
４
回
度
会
町
定
例
町
議
会
は
、
去
る
₁₂
月
６
日
か
ら
₁₃
日

に
か
け
て
の
８
日
間
で
開
催
さ
れ
、
条
例
の
改
正
案
や
補
正
予
算
案
な
ど

に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
道
路
整
備
の
財
源
確
保
を
求
め

る
意
見
書

・
県
の「
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
」

見
直
し
案
に
か
か
わ
る
意
見
書

一
般
質
問

○
度
会
町
の
特
産
わ
た
ら
い
茶
に

つ
い
て
・
度
会
小
学
校
統
合
に

よ
り
父
兄
児
童
へ
の
精
神
的
・

経
済
的
負
担
の
軽
減
（
木
本
タ

ヱ
子
議
員
）

○
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
（
芝

山
延
男
議
員
）

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
の
安
全
対

策
に
つ
い
て
・
町
内
に
残
る
名

所
旧
跡
な
ど
の
保
護
管
理
に
関

し
て
（
濱
岡
裕
之
議
員
）

○
自
衛
隊
ヘ
リ
で
の
飛
行
訓
練
の

安
全
性
に
つ
い
て
・
騒
音
被
害

に
つ
い
て
（
牧 

幸
作
議
員
）

○
福
祉
医
療
助
成
制
度
に
つ
い
て

・
障
害
者
の
雇
用
率
に
つ
い
て

（
溝
口
周
生
議
員
）

○
来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
に
つ
い
て
（
福
井
秀

治
議
員
）一般会計

106,165千円
追加

長原保育所  芋ほり
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平
成
19
年
分
の
所
得
に
か
か
る
、

町
県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付
け
が
、
２
月
18
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
年
は
住
宅
取
得
者
と
公
的
年

金
な
ど
を
受
給
さ
れ
て
い
る
人
を

対
象
に
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

説
明
会
で
は
、
説
明
を
聞
き
な

が
ら
自
分
で
申
告
書
を
記
入
し
、

完
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、
そ
の

場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
問
合
先　

伊
勢
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門
（
☎
２
８
―

３
１
９
１
）
ま
た
は
役
場
税
務
課
（
☎
６
２
―
２
４
１
４
）

◦ご注意ください◦
医療費控除や年の途中で退職した人など

を対象とした説明会はありません。
国税庁ホームページ（http://www.nta.

go.jp）に確定申告書が簡単に作成できる
『確定申告書作成コーナー』がありますの
で、ぜひご利用ください。

確
定
申
告
説
明
会
の
ご
案
内

町
で
は
、
新
た
に
遊
休
農
地
対

策
、
荒
廃
農
地
防
止
を
目
的
と
し

て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
植
栽
の
補
助
を
、

平
成
20
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の

３
か
年
行
う
予
定
で
す
の
で
、
ご

希
望
の
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▽
補
助
要
件

①
土
壌
改
良
（
ピ
ー
ト
モ
ス
を
投

入
も
し
く
は
そ
れ
と
同
等
の
も

の
）
を
行
い
、
１
ほ
場
２
ａ
以

上
で
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
植
栽

さ
れ
る
人
へ
補
助
を
行
い
ま
す
。

※
１
ａ
当
た
り
12
本
の
植
栽
を
基

準
と
し
ま
す
。

②
１
ほ
場
10
ａ
以
上
の
植
栽
を
さ

れ
る
人
に
は
、
モ
デ
ル
園
と
し

て
追
加
で
補
助
を
行
な
い
ま
す
。

③
植
栽
後
の
農
地
は
、
５
年
間
転

用
し
な
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月
29
日
（
金
）

※
植
栽
補
助
は
年
間
１
ha
と
し
ま

す
の
で
、
申
込
期
限
内
で
も
目
標

面
積
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▽
申
込
・
問
合
先　

役
場
産
業
建

設
課
（
☎
６
２
―
２
４
１
６
）

ブルーベリー
植栽補助のお知らせ

ブルーベリー
植栽補助のお知らせ

対　象
住宅ローンで住宅を取
得・増築をした人で一定
の要件に該当する人

公的年金などを受給され
ている人

開催日時 ２月７日（木）
午前１０時～正午

２月７日（木）
午後１時３０分～

３時３０分

受付時間

午前９時３０分～
午前１０時

午後１時～
午後１時３０分

※説明会への途中参加はできませんので、必ず開始
時間までに来場してください。

開催場所 役場２階 大会議室

持参して
いただく
書類など

右の①から⑥までのほか
⑦住民票の写し
⑧家屋などの登記事項証

明書
⑨家屋などの売買契約書

または建築工事請負契
約書の写し

⑩住宅等取得資金にかか
る借入金の年末残高等
証明書

①給与・ 公的年金など
の源泉徴収票（２か所
以上から受給をしてい
る人は、すべての源泉
徴収票）

②農業をしている人は、
農業の収支がわかるも
の

③国民健康保険税や国民
年金保険料など社会保
険の年間支払額のわか
るもの

④生命保険料や地震・長
期損害保険料などの控
除証明書

⑤筆記用具、計算用具、
印鑑

⑥預金通帳など、本人名
義の口座番号がわかる
もの
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平成20年4月から

医
療
制
度が
変
わりま

す

１　

義
務
教
育
就
学
前
の
子
ど
も

の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
に
な

り
ま
す
。

新
た
に
『
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
』
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
で
は
、
国
民
健

康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
医
療

保
険
に
加
入
し
な
が
ら
、
老
人
保

健
制
度
に
加
入
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
は

国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
を
ぬ

け
て
『
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
』

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

療
費
が
高
額
に
な
っ
た
と
き
の
自

己
負
担
限
度
額
や
、
入
院
時
の
食

事
代
の
標
準
負
担
額
な
ど
も
老
人

保
健
制
度
と
同
じ
で
す
。

▽
保
険
料

老
人
保
健
制
度
で
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
に
そ
れ
ぞ
れ
保

険
料
を
納
付
し
た
り
、
社
会
保
険

な
ど
の
被
扶
養
者
は
保
険
料
の
負

担
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
被
保
険

者
全
員
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
今
ま
で
社
会
保
険
な
ど

の
扶
養
に
な
っ
て
い
た
人
は
、
軽

減
措
置
と
し
て
２
年
間
減
額
さ
れ

ま
す
。
平
成
20
年
９
月
ま
で
は
無

料
に
な
り
、
平
成
21
年
３
月
ま
で

は
保
険
料
の
９
割
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
『
県
政
だ
よ
り 

み
え
』
１
月

号
に
関
連
記
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

４　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
料
・
国
民
健
康
保
険
税
の
特

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

▽
特
別
徴
収
の
対
象
者

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
以
上
（
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
人
は
65
歳
以
上
）
の
被
保
険

者
の
う
ち
、
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
。
た
だ

し
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者

２　

国
民
健
康
保
険
退
職
者
医
療

制
度
の
対
象
年
齢
が
₆₅
歳
未
満

に
な
り
ま
す
。

平成２０年
４月１日から

⇦

平成２０年
３月３１日まで

義務教育就学前

２割

（６歳に達する
日以降の最初の
３月３１日まで）

３歳未満

２割

３　

老
人
保
健
制
度
に
代
わ
っ
て
、

平成２０年
４月１日から

⇦

平成２０年
３月３１日まで

退職者医療制度
の対象年齢

６５歳未満

退職者医療制度
の対象年齢

７５歳未満

▽
運
営
主
体

都
道
府
県
単
位
で
、
す
べ
て
の

市
町
村
が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
、運
営
主
体（
保

険
者
）
と
な
り
ま
す
。

▽
加
入
者

•
75
歳
以
上
の
人

•
一
定
の
障
が
い
を
も
つ
６
５
歳

以
上
の
人
（
任
意
加
入
）

▽
保
険
証

１
人
１
枚
の
保
険
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

▽
給
付

老
人
保
健
制
度
と
同
様
に
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
１
割
の
自
己
負

担
で
す
。
た
だ
し
、
現
役
並
み
の

所
得
者
は
３
割
に
な
り
ま
す
。
医

医
療
制
度
の
保
険
料
の
合
算
額
が
、

年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
場
合
は
、
特
別
徴
収
の
対
象
と

は
な
り
ま
せ
ん
。

・
国
民
健
康
保
険

世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
が
、
65
歳
以
上
75
歳
未
満
の

世
帯
の
世
帯
主
（
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
は

除
く
）
で
あ
っ
て
、
年
額
18
万
円

以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
の
合
算
額
が
、
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合

は
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

※
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
保
険
料
、
ま
た
は
介
護

保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合

算
額
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
を
超
え
、
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
ら
な
い
人
に
つ
い
て
も
、
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
通
常
ど
お
り
、

特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
―
２
４
１
２
）
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皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
国
民
健
康
保
険
税
と
国
庫
支
出

金
な
ど
を
も
と
に
医
療
機
関
に
支

払
わ
れ
て
い
ま
す
。

近
年
、
医
療
費
は
増
大
し
、
町

の
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

早
め
に
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を

な
く
し
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の

健
康
づ
く
り
へ
の
支
援
を
お
こ
な

っ
て
い
く
こ
と
は
、
医
療
費
削
減

に
多
大
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

自
分
の
健
康
の
た
め
、
町
の
国

民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営

の
た
め
に
も
、『
特
定
健
診
』『
特

定
保
健
指
導
』
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課

（
☎
６
２
―
１
１
１
２
ま
た
は

６
２
―
２
４
１
２
）

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

平
成
₂₀
年
度
か
ら
は
医
療
保
険
者

（
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
）
が
、

加
入
者
に
対
し
健
康
診
断（
健
診
）

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、度
会
町
で
も
今
春
か
ら
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
と

し
た
『
特
定
健
診
』
と
『
特
定
保

健
指
導
』
を
実
施
し
ま
す
。

特
定
健
診
と
は
？

生
活
習
慣
病
の
発
症
と
大
き
く

関
わ
っ
て
い
る
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）』
と
そ
の
予
備
群
の
人
を
、

早
期
に
発
見
す
る
の
を
目
的
と
し

た
健
診
で
す
。
町
で
実
施
す
る
特

定
健
診
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
40
歳
か
ら
74
歳
の
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
調
べ
る
た

め
の
腹
囲
測
定
を
含
む
身
体
計
測

の
ほ
か
、
血
圧
、
血
糖
、
血
中
脂

質
、
肝
機
能
な
ど
生
活
習
慣
病
の

進
行
を
調
べ
る
項
目
を
検
査
し
ま

す
。

特
定
保
健
指
導
と
は
？

特
定
健
診
の
結
果
、
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
恐
れ
が
あ

り
、
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
性
が

あ
る
と
判
定
さ
れ
た
人
に
は
、
保

健
指
導
を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

改
善
の
必
要
性
に
応
じ
て
『
積

極
的
支
援
』『
動
機
づ
け
支
援
』

に
分
か
れ
、
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
な
ど
が
、
生
活
習
慣
改
善
の
た

め
の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
お
こ

な
い
ま
す
。

特
定
健
診
や
特
定
保
健

指
導
へ
の
参
加
を

度
会
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
皆
さ
ん
の
医
療
費
は
、

◆メタボリックシンドローム
　（内臓脂肪症候群）とは
　腹囲（おへその位置）が男性
８５㎝以上、女性９０㎝以上に
加えて高血糖、脂質異常、高血
圧などの危険因子を２つ以上持
っている状態をいいます。放っ
ておくと動脈硬化が進行し、心
筋梗塞や脳卒中などを発症する
危険が高まります。

平
成
₂₀
年
度
か
ら

特
定
健
診
が始

ま
り
ま
す

町では、町長の所信にもありました『ふれあいトーク』を、１
月下旬から土曜・日曜日の午前または午後の昼間に、区・自治会
単位で開催します。

一之瀬地区から、小川郷、中川、内城田の順に、それぞれの区・
自治会の公民館や集会所などで、２時間程度の座談会形式で行い
ます。

男女を問わず、さまざまな年齢層の方にご参加いただき、皆さ
んからのご意見をお聞きし、町行政に反映させたいと思い、土曜・
日曜日の昼間に開催しますので、ぜひご参加ください。
※開催日は、後日、区・自治会長を通して連絡しますが、公務に
より、やむを得ず予定を変更する場合がありますので、ご了承く
ださい。
▷問合先　役場総務企画課（☎６２－１１１１）

皆さんのご意見をお聞かせください

『ふれあいトーク』を開催

産地にふさわしい良いお茶を栽培

第６１回全国茶品評会および第６０回関
西茶品評会、第３５回伊勢茶品評会に、町
内から合わせて４９点が出品され、関西茶
品評会で１点、伊勢茶品評会で１０点が入
賞しました。

これからも、産地にふさわしい良いお茶
が栽培されることを期待します。

おめでとうございました。
入賞者（敬称略）
関西茶品評会【普通煎茶の部】
１等　葊　　毅　（棚橋）
伊勢茶品評会【普通煎茶の部】
２等　伊勢緑茶加工センター（有）７（平生）

中西　善行（平生）
伊勢緑茶加工センター（有）６（平生）

３等　伊勢緑茶加工センター（有）４（平生）
森見　学　（麻加江）
伊勢緑茶加工センター（有）２（平生）
伊勢緑茶加工センター（有）３（平生）

【深蒸煎茶の部】
２等　（有）畑中製茶１（立岡）
３等　伊勢緑茶加工センター（有）（平生）

（有）畑中製茶２（立岡）
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歳入歳入

歳出歳出

総額　3,221,589,167円歳　出 

民生費　744,066,223（23.10%）

総務費　659,242,289（20.46%）

公債費　367,411,201（11.40%）

教育費　310,112,664（9.63%）

 諸支出金　266,942,000（8.29%）

  衛生費　225,310,103（6.99%)

農林水産業費　207,437,622（6.44%）

土木費　206,610,505（6.41%）

消防費　150,367,199（4.67%）

議会費　63,166,741（1.96%）

商工費　20,922,620（0.65%）

災害復旧費　0（0%）

一般会計 

（単位：円） （　）は構成比 

総額　3,386,286,870円
一般会計 

地方交付税　1,373,343,000（40.56％）

町　税　617,667,888（18.24%）

繰越金　342,256,354（10.11%）

町　債　251,200,000（7.42%）

繰入金　154,218,806（4.55%）

県支出金　136,531,130（4.03%）

国庫支出金　86,710,726（2.56%)

諸収入　71,651,159（2.12%）

地方消費税交付金　69,587,000（2.05%）

分担金及び負担金　65,858,260（1.94%）

財産収入　2,621,338（0.08%）
その他
 214,641,209（6.34%）

歳　入 
（単位：円） （　）は構成比 

地方譲与税 124,942,834
利子割交付金 3,588,000
配当割交付金 3,996,000
株式等譲渡所得割交付金 3,958,000
自動車取得税交付金 34,859,000
地方特例交付金 18,553,000
交通安全対策特別交付金 1,222,000
使用料及び手数料 23,422,375
寄附金 100,000

町民税 ２76，890，376

固定資産税 ２74，894，270

町たばこ税 ４3，136，592

平成17年度

平成13年度

平成14年度 平成15年度

平成16年度

0 

10 

20 

30 

40 

50 

5,058,504 3,693,770 3,685,458 4,069,892 3,357,683

4,917,604 3,490,700 3,457,320 3,880,387 3,015,427

億円 

軽自動車税 22，746，650軽自動車税 22，746，650軽自動車税 22，746，650軽自動車税 22，746，650

用語の説明
◦地方交付税…町の財政力に応じて国から

交付されるお金
◦国庫支出金…町事業に対する国からの補

助金など
◦県支出金…町事業に対する県からの補助

金など
◦町債…大きな事業などの財源とするため

の町の借入金
◦地方消費税交付金…県の地方消費税額の

２分の１を町の人口および従業者数に応
じて県から交付されるお金

◦地方譲与税…国が国税として自動車重量
税などを徴収し、町へ譲与されるお金

会計別決算	 （単位：千円）
会　　計　　名 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額 繰越財源 実質収支額

一 般 会 計 3,386,287 3,221,589 164,698 16,815 147,883 
国 民 健 康 保 険 757,871 693,930 63,941 7,223 56,718 
簡 易 水 道 事 業 160,667 129,770 30,897 0 30,897 
住 宅 新 築 資 金 等 14,155 13,641 514 0 514 
老 人 保 健 事 業 694,277 689,626 4,651 0 4,651 
福 祉 資 金 貸 付 事 業 559 559 0 0 0 
介 護 保 険 事 業 512,181 484,224 27,957 834 27,123 
郡指導主事共同設置事業 9,999 9,763 236 0 236 

町税の内訳	 （単位：円）

一般会計決算過去５年間の推移	 （単位：千円）

平成１8年度の度会町一般会計および特別
会計の歳入歳出決算が、平成１9年第４回度
会町定例町議会で承認されました。

（平成18年度）

まちの
家計簿
まちの
家計簿
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歳入歳入

歳出歳出

総額　3,221,589,167円歳　出 

民生費　744,066,223（23.10%）

総務費　659,242,289（20.46%）

公債費　367,411,201（11.40%）

教育費　310,112,664（9.63%）

 諸支出金　266,942,000（8.29%）

  衛生費　225,310,103（6.99%)

農林水産業費　207,437,622（6.44%）

土木費　206,610,505（6.41%）

消防費　150,367,199（4.67%）

議会費　63,166,741（1.96%）

商工費　20,922,620（0.65%）

災害復旧費　0（0%）

一般会計 

（単位：円） （　）は構成比 

総額　3,386,286,870円
一般会計 

地方交付税　1,373,343,000（40.56％）

町　税　617,667,888（18.24%）

繰越金　342,256,354（10.11%）

町　債　251,200,000（7.42%）

繰入金　154,218,806（4.55%）

県支出金　136,531,130（4.03%）

国庫支出金　86,710,726（2.56%)

諸収入　71,651,159（2.12%）

地方消費税交付金　69,587,000（2.05%）

分担金及び負担金　65,858,260（1.94%）

財産収入　2,621,338（0.08%）
その他
 214,641,209（6.34%）

歳　入 
（単位：円） （　）は構成比 

地方譲与税 124,942,834
利子割交付金 3,588,000
配当割交付金 3,996,000
株式等譲渡所得割交付金 3,958,000
自動車取得税交付金 34,859,000
地方特例交付金 18,553,000
交通安全対策特別交付金 1,222,000
使用料及び手数料 23,422,375
寄附金 100,000

町民税 ２76，890，376

固定資産税 ２74，894，270

町たばこ税 ４3，136，592

平成17年度

平成13年度

平成14年度 平成15年度

平成16年度

0 

10 
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40 

50 

5,058,504 3,693,770 3,685,458 4,069,892 3,357,683

4,917,604 3,490,700 3,457,320 3,880,387 3,015,427

億円 

軽自動車税 22，746，650軽自動車税 22，746，650軽自動車税 22，746，650軽自動車税 22，746，650

主な事業

総務関係
◦まちづくり交付金事業（ＮＰＯセン

ター改修事業）
◦新エネルギービジョン推進事業
民生関係
◦障害福祉計画策定事業
衛生関係
◦合併処理浄化槽設置補助
◦生ごみ処理機およびコンポスト補助
農林関係
◦県営ため池等整備事業（長原口池）
◦県単土地基盤整備事業（上久具奥池）
土木関係
◦橋梁耐震補強事業（脇谷橋・注連指

橋・五里山橋）
◦地籍調査事業（大久保地区他）
防災関係
◦自主防災組織活性化促進事業
◦県単緊急地域総合防災推進事業
教育関係
◦郡指導主事共同設置事業
◦町制施行５０年誌編集事業

基金の状況（一般会計分）
（平成19年３月31日現在）	 （単位：千円）

基　　　金　　　名 現　　在　　高

財 政 調 整 基 金 １，０４８，８２４

町 債 管 理 基 金 ３４０，３４４

教 育 施 設 整 備 基 金 ２３９，６９４

まちづくり施設建設基金 ４３５，８２６

地 域 福 祉 基 金 １５４，５５２

そ の 他 目 的 基 金 １２９，６３６

合 計 ２，３４８，８７６

※基金は町の事業を行うために、積み立てたり、取り崩した
りするので、基金現在高は変動します。

地方債残高（一般会計分）
（平成 19 年５月 31 日現在）	 （単位：千円）

区　　　　　　　分 現　　在　　高
一 般 公 共 事 業 債 ３４，１９９
一 般 単 独 事 業 債 ６４２，２４６
義務教育施設整備事業債 １９６，２２４
辺 地 対 策 事 業 債 ４８１，９０７
災 害 復 旧 事 業 債 ７９，１３９
厚生福祉施設整備事業債 １３３，２００
財 源 対 策 債 ８８，６６２
臨 時 財 政 特 例 債 ４６，７６５
減 税 補 て ん 債 ２０７，８６６
臨 時 税 収 補 て ん 債 ３１，７３０
臨 時 財 政 対 策 債 １，１８３，２６３
調 整 債 １１，４４４

合 　 計 ３，１３６，６４５
※うち地方交付税措置があるもの　2 , 9 5 3 , 9 2 3 千円

町民１人当たりの
町　税　額

66,854円
（基準：3月31日の人口）

町民１人当たりに
使われたお金

348,695円
（基準：3月31日の人口）
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▷問合先
　役場福祉保健課

（☎６２−１１１２）

いきいきした８５歳をめざす　健康シリーズ ⑬

『内臓脂肪を減らして
いきいき元気に』

メタボリックシンドロームは、内臓脂肪の蓄積という氷山の上に高血圧や高血糖、高脂血症など
の氷の岩が伸びている状態です。個々の病気に対して薬を飲んだりすると、その病気だけは表面上
良くなりますが、おおもとの内臓脂肪がそのままでは根本的な解決にはなりません。

内臓脂肪が減少して氷山自体が小さくなれば、それにつられて高血圧や高血糖、高脂血症などの
氷の岩も小さくなり、これらの病気を予防・改善することができます。

では、内臓脂肪を減らすためにはどうすればいいのでしょうか？
内臓脂肪を減らすには、運動と食生活の改善が大切です。
理由は簡単で、肥満になるということは、食べた分のエネルギーより動く分のエネルギーが少な

いからです。昔から食べる量も動く量も変わっていないという人もいるかもしれませんが、基礎代
謝（生きていくために必要なエネルギー）は年齢とともに少なくなっています。そのため、食べる
量と動く量が変化していなくても肥満になっていきます。

メタボリックシンドロームは動脈硬化を進行させ、放置していると脳出血や脳梗塞、狭心症、心
筋梗塞などの重篤な疾患をおこす危険性が高くなります。

いつまでも元気に楽しく自分らしく生活するためにも生活習慣を見直し、できるところから取り
組みましょう。

次回は『あなたの生活をチェックしてみましょう』です。

氷山全体が小さくなった！

メタボリックシンドローム

高血糖高血糖 高血圧高血圧 高脂血症高脂血症

生活習慣を改善する
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地
域
の
み
ん
な
で

大
地
震
に
備
え
よ
う
！

度
会
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

去
る
12
月
２
日
、
町
、
各
区
・

自
治
会
、
各
自
主
防
災
会
主
催
の

平
成
19
年
度
度
会
町
総
合
防
災
訓

練
が
、
町
消
防
団
と
伊
勢
市
消
防

署
の
協
力
の
も
と
、
町
内
全
域
の

各
地
区
避
難
所
な
ど
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南

海
地
震
の
大
地
震
に
備
え
て
、
た

と
え
被
災
し
た
と
し
て
も
、
地
域

特
性
に
応
じ
た
防
災
・
減
災
活
動

が
行
え
る
よ
う
に
、住
民
の
防
災
・

減
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
家
族
や
地
域
の
防
災
力
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
町
内
の
住
民
お
よ
び
町

消
防
団
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。午

前
７
時
50
分
、
町
が
大
地
震

発
生
に
伴
う
避
難
勧
告
を
防
災
無

線
で
放
送
後
、
各
地
区
の
公
民
館

な
ど
40
か
所
の
避
難
所
に
避
難
し
、

代
表
者
が
地
域
住
民
の
安
否
を
確

認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
消
防
団

の
指
導
の
も
と
、
消
火
器
の
取
扱

い
方
や
負
傷
者
の
応
急
手
当
の
仕

方
な
ど
の
説
明
を
受
け
実
際
に
体

験
を
し
た
り
、
非
常
食
を
試
食
し

な
が
ら
、
防
災
訓
練
の
内
容
や
防

災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て
各
区
・

自
治
会
、
自
主
防
災
会
で
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
町
災
害
対
策
本
部
へ

避
難
・
安
否
確
認
の
報
告
を
す
る

通
信
訓
練
に
も
真
剣
な
眼
差
し
で

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

真剣に取り組む下久具区の皆さん

民生委員・児童委員の皆さん
（敬称略）

担当区 氏 　名
注連指 山 本　 恒 夫
田口 德 田　 守

麻加江・坂井 世 古　 武 一
長原・立花 中 村　 護

鮠川・立岡・大久保 早 川　 昭 弘
平生・牧戸 清 水　 幸 子

棚橋 大 野　 勉
棚橋 山 本　 見 江
棚橋 大 北　 安 子

大野木 西 村　 永
大野木 山 下　 良 子
大野木 大 西　 恭 子
葛原 山 口　 公 幸

下久具・上久具 中 村　 幸 正
田間・当津・茶屋広 尾 嵜　 勝

川口・栗原 西 田　 昭 代
中之郷・日向・五ケ町 八 木　 武 男
小川・火打石・駒ケ野 中 山　 進

小萩・柳 中 川　 信 子
市場・脇出 小林とみ子

南中村・川上 山 下　 る
主任児童委員 岡村美香子
主任児童委員 世 古　 曉 美

２３名の皆さんに委嘱状
去る１２月４日、役場大会議室で、度会町民生委員・児童委員の委

嘱状交付式が行われました。委嘱期間は、平成１９年１２月１日から
平成２２年１１月３０日までです。

よろしくお願いします。

民生・児童委員を委嘱
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去る１２月２日、度会町商工会女性部（木本タ

ヱ子部長）の７人の部員の皆さんが、ビオラの苗

を植えたプランターを、わたらい緑清苑など町内

６か所に設置してくれました。

ありがとうございました。

去る１１月２６日、役場庁舎近くのゲートボール場で議長杯ゲートボール大会が開催されました。参加された１０チーム５５人余は、足元も軽やかに、ボールの音を響かせ、熱戦を繰り広げていました。
大会結果　優　勝　大野木チーム

準優勝　田口チーム
３　位　柳チーム

去る１１月１９日と２６日、１２月３日の３日間

にわたり、町子育て支援センターで東 勝美さん

を講師に迎え、手作り絵本講座が開催されました。

参加された皆さんは、子どものことをひと時忘

れ、絵本となる白い紙に絵を描いたり、物語を書

いたりし、子どもが喜ぶものを作ろうと、一生懸

命取り組んでいました。

去る１１月１７日と１８日の両日、名張市のつつじが丘運動公園などで、第１７回東海地域新人ソフトボール大会中学生の部三重県予選会が開催されました。
度会中学校女子ソフトボール部は、みごと優勝し、３月に行われる第１７回東海地域新人ソフトボール大会中学生の部への出場権を獲得しました。

東海新人ソフトボール大会へ出場決定
度中女子ソフトボール部

東海新人ソフトボール大会へ出場決定
度中女子ソフトボール部

子どもが喜ぶ
手作り絵本

子どもが喜ぶ
手作り絵本

熱戦！
議長杯ゲートボール大会

熱戦！
議長杯ゲートボール大会商工会女性部が

花いっぱい運動
商工会女性部が
花いっぱい運動
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PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る１２月１８日、町保健センターで、度会町食

生活改善推進協議会の皆さんによる、おせち料理講

習会が開催されました。

この講習会には、たくさんの人が参加し、子持ち

鶏や裏白しいたけ、伊達巻き、ぶりのゆずはさみ焼

き、五色なます、りんご羹
かん

、京都風お雑煮の７品を、

手際よく作り上げていました。

講習後、皆さんは、ひと足早く、おせち料理を味

わいました。

去る１２月１９日と２０日の両日、年末を控

え、町内各地区の公民館や生活改善センターを

会場に、ことぶき学園の第６回講座として、し

め縄づくりが開催されました。

山本善一さん（葛原）と松田金二さん（葛原）

を講師に迎え行われた、しめ縄づくりの講座で

は、皆さんが器用に縄をない、ゆずり葉や紙
し

垂
で

など飾りを付け、新年用のしめ縄作りを楽しみ

ました。

しめ縄づくりに
挑戦

年末に向けて、
おせち料理講習会

年末に向けて、
おせち料理講習会

去る１２月１４日、度会町商工会女性部（木本タヱ子部長）の皆さんが、サンタさんに変装し、茶殻と茶の実を詰めた手作りの１５個の枕のほかに、町の木であるヒノキのチップを詰めた１５個の枕と５個のクッションを、わたらい緑清苑の皆さんにクリスマスプレゼントとして贈りました。４６人の部員の皆さんは、町の特産である茶を活用しようと、夏過ぎから各家庭で茶殻を捨てずに乾燥したり、茶畑で茶の実を集めたりし、枕を丁寧に作りました。
「いつまでもお元気で長生きをしてくださいね」と優しく手渡していました。

お茶枕などを
プレゼント

お茶枕などを
プレゼント
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お知らせ 
INFORMATION 

1
January

昼間部（午前部・午後部）・夜間部の３部制からなる
柔軟なシステムの単位制定時制高等学校（普通科・もの
づくり工学科）です。
前期・特別選抜
▶申込期間　１月２８日（月）～３１日（木）
▶試 験 日　・前期　２月７日（木）
　　　　　　・特別　２月８日（金）
▶試験内容　作文・面接
▶対 象　・前期　来春の中学校新卒者

　　　　　・特別　成人・中学校既卒者
後期選抜
▶申込期間　２月２５日（月）～２７日（水）
▶試 験 日　３月１３日（木）
▶試験内容　学力検査（国語・数学）・作文・面接
※成人が夜間部を受験する場合、学力検査は免除します。
▶対 象　来春の中学校新卒者・中学校既卒者・成人
▶問 合 先　伊勢まなび高校（☎２５－３６９０）

※中学生の人は、学校の先生に尋ねてください。

伊勢まなび高校生徒を募集

▶通行止日時　１月２７日（日）午前９時～１１時
　　　　　　　（予備日　２月３日（日））
▶通行止箇所　町道大野木棚橋線度会中学校グラウンド

前～サニーロード三叉路信号までの間
▶問 合 先　町教育委員会事務局（☎６２－２４２２）

宮リバー度会パークジョギング大会
車両通行止めにご協力ください

▶開催日時　１月１１日（金）・２５日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所　役場１階 第２会議室
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－２４１３）

または伊勢・度会地区障害者相談支援
センター『ブレス』（☎２０－６５２５）

障害者相談支援センター
『ブレス』巡回相談を開催

理想の体型を目指して、いっしょにがんばりましよう。
▶開催日時　１月２１日（月）・２８日（月）、２月８日（金）・

２２日（金）、３月７日（金）・２１日（金）の
６日間

　　　　　　午前９時３０分～１１時３０分ごろ
▶開催場所　町保健センター
▶対 象　肥満が気になる人や、メタボリックシンド

ロームに興味のある人で、原則として全日
程に参加できる４０～７０歳の人

▶申込期間　１月９日（水）～１１日（金）
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

ヘルスアップ（肥満改善）教室を開催

学校説明会
▶開催日時　２月１０日（日）午後２時～４時・３月１５

日（土）・２３日（日）午前１０時～正午
▶開催場所　松阪高等学校
入学試験
▶受付期間　２月２５日（月）～２８日（木） 午前９時～

午後４時（ただし、２８日は正午までで、土・
日曜日は受付をしません）

▶試 験 日　３月１３日（木）
▶試験内容　面接試験のみ
▶そ の 他　定員に満たないときは、再募集をおこない

ます。
▶問 合 先　松阪高等学校通信制課程
　　　　　　（☎０５９８－２６－７５２２）

松阪高校通信制課程生徒を募集

▶開催日時　１月２６日（土）午後１時～
▶開催場所　伊勢商工会議所（伊勢市岩渕）
▶内 容　講演　伊勢志摩地域ごみゼロ推進講演会

「ごみから地球を考える」
　　　　　　講師　環境省環境カウンセラー
　　　　　　　　　石澤清史さん

▶定 員　１８０人（先着順）
▶主 催　きれいな伊勢志摩づくり
　　　　　　連絡会議・三重県
▶問 合 先　県伊勢農林水産商工環境
　　　　　　事務所環境室環境課
　　　　　　（☎２７－５４０５）

ごみゼロ推進講演会を開催

『平成２０年住宅・土地統計調査』の標語を募集
▷問 合 先　総務省統計局国勢統計課 住宅・土地調査広報担当
　　　　　　（☎０３－５２７３－１１５５）
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▶開設日時　２月１７日（日）午前１０時～午後３時
※予約は不要です。
※先着順ですので混み合う場合は、お待ちいただくこと
もあります。
▶開設場所　伊勢市生涯学習センター（いせトピア）
▶相談内容　不動産登記全般、商業登記全般、自己破産・

調停・個人再生手続、法律扶助の方法、訴
え、その他裁判所提出書類作成など町民の
方々が抱えている身近な問題

▶問 合 先　三重県司法書士会伊勢支部　上田郁雄
　　　　　　（☎２８－２８３５）

司法書士による無料相談所を開設

▶開催日時　１月３０日（水）
　　　　　　午前９時３０分～正午ごろ
▶受付時間　午前９時１５分～
▶開催場所　町保健センター
▶対 象　平成１７年４月１日～１８年３月３１日生

まれのお子さんの保護者
▶定 員　１２人
▶参 加 費　１００円
▶申込期限　１月２４日（木）
▶託 児　あり
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

歯によいおやつ作り教室を開催

▶問合先
　役場産業建設課
　（☎62－2416）

バザールわたらい産直市
次回開催日は、1月20日（日）、2月3日（日）です。

度会町食生活改善推進協議会では、減塩料理講習会を
開催します。

ぜひ、ご参加ください。
▶開催日時　１月２２日（火）
　　　　　　午前９時３０分～正午ごろ
▶開催場所　町保健センター
▶申込期間　１月９日（水）～１６日（水）
▶参 加 費　３００円
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

減塩料理講習会を開催

三重県最低賃金は、平成１９年１０月２７日から、時
間額６８９円に、１４円引き上げられました。この最低
賃金は、年齢・雇用形態（パート・アルバイトなど）を
問わず、原則、県内で働くすべての労働者に適用されま
す。

また、特定の産業の事業場で働く労働者には、産業別
最低賃金が定められています。５業種の産業別最低賃金
については、同年１２月２６日から、時間額で１０円か
ら１２円引き上げられました。
▶問 合 先　三重労働局賃金室
　　　　　　（☎０５９－２２６－２１０８）

三重県最低賃金は
『時間額６８９円』

▶開催日時　２月６日（水）午前１０時～１１時３０分
▶開催場所　町子育て支援センター
▶講 師　竹之内映子 氏
▶テ ー マ　「遊びを通して子育てを考えよう」
▶定 員　５０人
▶託 児　親子で参加できるためなし
▶申込期限　１月２５日（金）まで
▶申込・問合先　町子育て支援センター
　　　　　　　　（☎６３－００７０）

子育て講演会を開催

保育所園児と未入所幼児との第４回交流会を開催しま
す。
▶開催日時　１月１６日（水）午前９時３０分～１１時

（雨天決行）
▶開催場所　長原・棚橋・中之郷保育所
※南中村保育所では開催しません。
▶参 加 者　町内在住の保育所入所前のお子さんと保護

者
▶問 合 先

長 原 保 育 所（☎６４－００２２）
棚 橋 保 育 所（☎６２－００７４）
中之郷保育所（☎６２－００７０）

未入所幼児交流会を開催
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Minamiise High School
Communication
Minamiise High School
Communication

南伊勢高校 度会校舎通信南伊勢高校 度会校舎通信

vol. ₃₂

修学旅行・美し島 沖縄へ
１１月１５日から２泊３日で２年生が、沖縄修学旅行へ行きました。
朝霧の中、午前６時２０分という早い集合時間にもかかわらず、全員が点呼を完了し、中

部国際空港セントレアに向かいました。飛行機に初めて乗る生徒も多く、ロビーで待機して
いる時からそわそわしていました。離陸・着陸の際には、歓声やら悲鳴に似たうめき声が、
あちらこちらから聞こえていました。帰りの飛行機では、ずいぶん慣れたようすでしたが、
まだ前のシートにしがみついている生徒もいました。確かに何でも初めての体験は、ドキド
キするものです。

沖縄到着後は、沖縄南部戦跡の平和祈念公園を見学し、その後、糸数壕アブチラガマを
見学しました。この研修旅行は、沖縄文化などの見聞を広めることが目的の１つですが、も
う１つは平和学習が目的です。暗闇の中で、ボランティアガイドの臨場感あふれる説明を
聞きながら、沖縄の人たちが戦争や平和について、どのような思いを抱いているのかを学
びました。事前学習で映画を２本観て、ガマ（鍾乳洞）についての予備知識はあったので
すが、その現場を実際に見学することで、現実のできごとであると認識を深めたのではな
いでしょうか。改めて平和を守り続けなければという思いが、生徒の表情にも伺えました。

今回の研修旅行の最大の目玉は、今年初めて実施する、２日目のタクシーによる班別研修でした。授業やＬＨＲの中で
調べ学習を重ね、その内容を元に生徒たちが自分の見学したい場所を選び、タクシーに分乗して見学地を回るというもの
です。１番人気は美ら海水族館。約半数の生徒が見学に訪れ、目の前に広がる巨大水槽をゆうゆうと泳ぐ魚群に感激して
いました。それ以外には、マリンスポーツ体験（シュノーケリングやドラゴンボート）、カヌー体験、南部戦跡巡り、ガ
ラス工房体験、食体験、アメリカンビレッジ見学などさまざまなところを訪れていました。夏休みから幾度となく計画を
練り上げ、自ら考えてできたものだけに、感慨もひとしおでした。どのコースとも充実したものになりました。

天候にも恵まれたので、イメージ通りの沖縄を体験できました。とても貴重な研修と楽し
い思い出をいっぱい作ることができたかと思います。生徒たちは、この経験を通して更にひ
と回り成長したようでした。

２日目の夜は、牧志公設市場で沖縄料理をメインにした夕食を摂り、夜の国際通りを散策
しました。生徒たちは店員さんと交渉して、上手に買い物をしていました。生徒たちはたく
ましいです。

最終日には、首里城公園を見学し、沖縄の歴史にも触れることができました。

平成２０年度 南伊勢高等学校（度会校舎）入学者選抜日程
前期選抜（募集枠：入学定員８０人の３０％）
▷試 験 日　２月７日（木）午前９時～午後１時（予定）
▷試験内容　作文、個人面接
▷願書受付　１月２８日（月）～３１日（木）午前９時～午後４時

（ただし、締切日は午前９時～午後３時）
▷合格内定　２月１４日（木）
▷提出を求める選抜資料　自己推薦書、調査書
後期選抜（募集枠：入学定員８０人－前期選抜内定者数）
▷試 験 日　３月１３日（木）午前８時３０分～午後５時（予定）
▷試験内容　学力検査５教科（国語・数学・社会・理科・英語）、

　集団面接
▷願書受付　２月２５日（月）～２８日（木）午前９時～午後４時

　（ただし、締切日は午前９時～正午）
▷願書変更受付　３月５日（水）～１０日（月）
▷合格発表　３月１９日（水）午前１０時

図書館開放予定日
度会校舎図書館は、次の日程で地域の皆さんに開放しています。

１月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５
× × × × ×

６ ７ ８ ９ 10 11 12
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
13 14 15 16 17 18 19
× × ○ ○ ○ ○ ×
20 21 22 23 24 25 26
× ○ × ○ ○ ○ ×
27 28 29 30 31
× ○ ○ × ○

○：午前９時～午後５時開放　　×：地域開放日ではありません
◦開放日は会議や出張などで変更することがありますので、ご了承

ください。
◦ホームページにて度会校舎図書館のようすをお知らせしています。
　http://www.mie-c.ed.jp/hwatar/tosyo/H18_tosyokan.html

平和祈念公園を見学

ドラゴンボートを体験

首里城公園で歴史に触れる
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シリーズ

今夜の夕食今夜の夕食

おくやみ

おめでた 

１月の町税
 町 県 民 税　第 ４ 期

 国民健康保険税　第 ９ 期

11月中に届出のあった方 （敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
森川　歩

あゆ

奈
な

 和也 注連指
荻田　真

ま

帆
ほ

 和宏 中之郷
玉村　亜

あ

子
こ

 佳寿人 田　間
鞆田　愛

あい

理
り

 博章 平　生
松本　剛

たか

佳
よし

 剛史 棚　橋
広垣　凛

り

汐
お

 真 棚　橋

11月中に届出のあった方 （敬称略）
 名　前 年齢 字名
大西　寿人 ４４ 棚　橋
岩本　忠義 ８０ 中之郷
岡村　注太郎 ９１ 棚　橋
西岡　住雄 ８０ 和井野
森本　ふくゑ ９２ 茶屋広

度会町食生活改善推進協議会
おせち料理　裏白しいたけ

❶生しいたけは軸を切り、固くしぼった布巾で拭く。鶏ひき肉に魚のすり
身を加えてよく混ぜ合わせ、溶き卵を入れ、酒と塩で調味し、たねを作る。
❷生しいたけの内側に茶こしで片栗粉を薄く振って、①のたねを中高
に盛り、ぺティナイフでなでつけて形を整える。
❸揚げ油を中温に熱して②を入れ、薄く揚げ色が付く程度に揚げる。
ざるにのせて熱湯を回しかけ、余分な油をとり、水気を軽くきる。
❹Ａを鍋に入れて火にかけ、ひと煮立ちさせて③を並べ入れ、煮汁が
３分の１量ぐらいに減るのを目安に、中火で３０分ほど煮含める。

材料（５人分）
生しいたけ（身の厚いもの） １５枚
鶏ひき肉 １５０ｇ
白身魚のすり身 ７５ｇ
溶き卵 大２分の１個
酒 大さじ２分の１
塩 小さじ４分の１
片栗粉 少々

揚げ油 適宜
　　だし ２カップ

Ａ　酒 大さじ２
　　みりん 大さじ１と２分の１
　　薄口しょうゆ
 大さじ１と２分の１
　　砂糖 大さじ１と２分の１

作
り
方

乳おせち料理の定番『裏白しいたけ』。
今回は、揚げてから含め煮をし、とて

も美味しいです。お弁当にも、おススメ
です。

２月２０日（水）
受付：午後１時１０分～１時３０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診

平成１９年１２月生まれのお子さん
◦７か月児健診

平成１９年７月生まれのお子さん
◦１２か月児健診

平成１９年２月生まれのお子さん

乳 児 健 診
２月２０日（水）
受付：午後０時３０分～０時４５分
場所：町保健センター
対象：平成１８年６・７月生まれ

のお子さん

１歳６か月児健診

保　健　情　報
● 問い合わせは、役場福祉保健課（☎62－1112）まで ●

２月１日（金）
受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０～６歳までのお子さん

育児相談（保健相談および栄養相談）

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

● 問い合わせは、町地域交流センター（☎63－0070）または役場福祉保健課（☎62－1112）まで ●

２月１３日（水）
《ひよこグループ》
２月１４日（木）

《うさぎグループ》
時間：午前１０時～
　　　正午ごろ
場所：町子育て支援

センター
※初回のみ要申込み

遊・友・YOUくらぶ
毎週火・金曜日
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていな

いお子さん

わたっこ広場開放
２月　７日（木） 一之瀬公民館
２月２１日（木） 麻加江生活

改善センター
時間：午前１０時～１１時３０

分ごろ
内容：保育士による手遊び、自

由遊びなど
対象：保育所に行っていないお

子さん

地区巡回広場わたぼうし

子育て支援情報

時間：午前９時３０分～午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん

創作活動室開放（自由に遊んでいただけます）

月～金曜日▶問合先　総務省地上デジタルテレビ
ジョン放送受信相談センター
（☎０５７０－０７－０１
０１）

平成23年７月24日までに
地上アナログテレビ放送は
終了します
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度会町地域交流センターに勤務する東畑裕子さん。
「毎日、子どもたちの笑顔に感動するんです」と

いう東畑さんは、子ども好きのやさしいお姉さん。
子どもたちからも、とっても慕われています。

★仕事は
子どもたちから学ぶこともたくさんあります。す

べてにおいて、まだまだの私ですが、ほかの指導員
の方々のおかげで、笑顔で楽しくがんばっています。

★学生のころは
高校時代は野球部のマネジャーとして走り回り、

短大時代は保育実習に悪戦苦闘でした。おかげで
『体力』がつきました（笑）。

★休日は
友だちと食べ歩きをしたり、カラオケに行った

りしています。美味しいものを食べているときは、
すご～く幸せです‼

★趣味は
Ｇ

グ レ イ

ＬＡＹのライブに行くことです。学生時代は
全国中、飛びまわっていました♪いつか度会町で
も、やって欲しいな～‼

★将来の夢は
子ども４人、生みたいなぁ～。

★度会町の好きなところは
生まれ育った度会町。たくさんの思い出を作れ

た度会町。これからも思い出作りをする度会町。
無条件に大好きです‼

今 月 の 表 紙
一
日
一
歩

度会町

町のうごき

2008/
１

 N
o.510
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今
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も
少
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町
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か
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冷
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お
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の
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願
い
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せ
っ
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皆
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ご
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年
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人　口	 男　４, ４４８	（－ ４）	出生　　６
女　４, ７５２	（－ ２）	死亡　　５
計　９, ２００	（－ ６）	転入　１１

世帯数２, ７５４	（＋ ３）	転出　１８

平成１９年１１月３０日現在
(　 ) 内は前月比

去る１２月１０日、町保健センターで６か月児から９か月児を対象
に、ブックスタート事業として『ぴよぴよクラブ』が開催されました。

この事業は、初めて絵本にふれあう機会を提供することで、絵本を
通して親子のふれあいを深め、親の優しい声に子どもが温もりを感じ
ながら、親子で楽しく温かいひと時が持たれることを願って行われて
います。

この日は、親子のふれあい遊びや大型絵本の読み聞かせ、絵本のあ
り方などの説明が行われた後、実際に絵本を手に取り、親から子への
読み聞かせが行われました。最後に、参加した親子へ２冊の絵本が贈
られました。
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